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ヒアリングの実施状況 

 

• ヒアリングの実施先 

 

– 1月25日 北海道大学 

– 2月10日 東北大学 

– 2月18日 京都大学桜島火山観測所 

– 3月21日 東京大学地震研究所 

– 4月13日 名古屋大学 

– 5月10日 神奈川県温泉地学研究所 

– 5月17日 気象研究所 

– 5月24日 気象庁地震火山部 

– 5月31日 産業技術総合研究所 

– 5月31日 国土地理院 

– 6月20日 山梨県富士山科学研究所 

– 6月21日 東京工業大学火山流体研究
センター 

– 2018年1月16日 東京都 
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研究計画：流通・公開させるデータの種類や観測点等に関して、ヒアリング
や関係機関が協議する場において意見交換や各機関との調整を行う。 

ヒアリングでの主な意見 

1. 懸念 
1. 火山観測網には、色々な品質のデータがある。一律に扱うと問題がある

かもしれない。 

2. 生データの提供に関して問い合わせが来ることが懸念。 

3. 各観測所でデータ処理してWOVOdatデータベースにいちいち保存するの
は大変。 

4. 火山が活発化した時、現地の観測所はマスコミや自治体対応で手一杯に
なり、データを見る暇もなくなる。その時に公開データを見た外野からいろ
んな情報がでてコメントを求められるが、対応ができなくなる。 

2. 要望 
1. 防災科研でデータをアーカイブしてほしい。 

2. ありきたりの処理は防災科研でやってほしい。 

3. 色々なデータが並べて見えるようにしてほしい。 

4. 過去のデータの整理は、その人がいる間にやってしまったほうがいい。だ
が、大変。 

3. 技術的課題 
1. WINのローカルチャンネル。 

2. サーバの利用に慣れていない大学もある。 

4. 使いたいデータ 
1. 画像・映像、コア・露頭、臨時観測、地下構造 

5. データの利用ルールについて 
1. 生データの利用には協定が必要。 



データ流通ＷＧ（２０１７年７－１１月に３回開催） 

基本的な考え方 

〇火山研究の活性化、研究分野・組織間の連携の強化、データの活用促進、火山防災、人材育成に資することを目的としてデータ流通・共有を推進する。 

〇データ流通・共有の仕組み作りにおいては、予算や人的資源を有効活用し、できるところから着手する。また、データ提供者等の貢献者を尊重する。 

概要 

データダ
ウンロー
ド 

【国際規格WOVOdat準拠】 
データベース 

（観測点情報、処理済データ、メタデータ等） 

データ利用者 
（防災関係者、火山専門家、学生等） 

利用 

可視化ツール（GIS等） 

大学・研究機関 
（データ提供者） 

データアーカイブ 
（生データ） 

大学・研究機関 
（データ提供者） 

生データ 

観測点情報、処理済み
データ等 

自動処理 

〇多項目のデータを可視化し、火山観測データの火
山研究や防災等への利用を促進する。 

火山分野のデータ流通のイメージ 

〇国際規格のデータベースにより、関係機関の多
項目の観測点情報や処理済みデータを統合。研
究分野間、国内外の組織の連携の強化し、共同
研究を促進する。 

〇一部の生データは防災科研にアーカイブし提供
する。データの散逸を防ぐとともに、データ提供者
の負担を軽減する。（利用にはデータ提供者の同
意が必要） 

〇データ流通の仕組みを活用し、データの利活用や
火山研究の活性化に資する取り組みを実施する
体制について今後検討する。受益者負担の考え
に基づく維持管理の仕組み等についても引き続き
検討する。 

実施内容：関係機関の調整のため、16の組織、18名の委員によるデータ流通ＷＧを設置し、
火山分野のデータ流通の仕組みについて検討を行った。 



一元化システムの一部機能を開発 

実施計画：前年度に引き続き、一元化共有システムと一元化処理システム
の一部機能の開発を行う。 

一元化共有システムと一元化処理シス
テムの一部 
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主にWINデータ、GNSSデータの処理を
行っている。 

組織（観測網） 観測点数 

防災科研（V-net）及び臨時観測点 74 

防災科研（Hi-net）の火山近傍の観測点 119 

気象庁（火山観測網） 215 

神奈川県温泉地学研究所 14 

山梨県富士山科学研究所 1 

合計 423 

組織（観測網） 観測点数 

防災科研（V-net）及び臨時観測点 57 

国土地理院（GEONET）の火山近傍の観測点 273 

気象庁（火山観測網） 117 

合計 447 

統合処理されている観測点数 

地震計 

GNSS 

リアルタイムデータ 



課題Ａの課題責任機関として事業の推進に必要な業務を実施 

研究計画：課題Ａの課題責任機関として火山研究運営委員会の運営等、次
世代火山研究推進事業の推進に必要な業務を実施する 

• 火山研究運営委員会を開催した。（ 6月2日、3月1日） 

 

• 12月15日に事象分岐・確率に関する勉強会を開催した。 

 

• 次世代火山研究推進事業の専用ホームページを適宜
更新した。 

実施内容：火山研究運営委員会、研究集会など、次世代火山研究推進事業
の推進に必要な業務を実施した。 5 



Ｈ３０年度に開発する可視化ツール（ＧＩＳ等）のイメージ 

6 

空間情報はGIS上に重ねて表示 多項目の時系列データを並べて表示 

画像等も一覧表示 

• 可視化ツールによりWEB-GISやグラフで観測デー

タや処理結果を表示し、情報共有できる。 

• プロジェクト成果を取り込み処理機能も入れる。 

• 病院の電子カルテをイメージ 



Ｈ３０年度に開発するシステムの利用イメージ（データ利用者） 
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ユーザ登録 

利用者 

グループ責任者 

（研究グループ、
組織の責任者） 

データ提供者 

可視化ツールでデー
タ閲覧（グループ内で
データを共有） 

申請 

ログイン 

グループ登録 

（メールアドレ
スで登録） 

生データ提供依頼 

申請 

申請 

パスワード発行 
承認 

ダウンロード 

利用者用ページ 
利用履歴 
成果 

成果の入力 

利用履歴、成果の確認 

グループに対して限
定公開（個人に対す
る承認の権限移譲） 



Ｈ３０年度に開発するシステムの利用イメージ（データ提供者） 
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ユーザ登録 
アカウント発行 

可視化ツールでデー
タ確認 

申請 

ログイン 

クラウドサーバ 
アップロード 

提供者用ページ 
データの保存状況 

利用履歴 
成果 

公開・非公開の設定 

ログイン 

データ提供者 

地震分野のデータ流通網を
利用する場合は既存の仕組
みを利用 



28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 

一元化共
有システム 

事象系統
樹システム 

データ処理
技術開発 

防災情報
基盤（情報
ツール） 

普及のた
めの取組 

スケジュール 

システム開発 

システム開発 

システム開発 

データ収集 
既存技術の実装 

他の課題の成果を取り入れてバージョンアップ 

バージョンアップ 

システムのデータを利用した技術開発 

D-3の成果を取り入れてバージョンアップ 

4年目まで 

データを一元化共有
する仕組みは完成 

7年目まで 

火山災害対策のため
の情報ツールを開発 

10年目まで 

システムの安定運用
体制、利用の普及 

システムの普及・利用促進 
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